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緒 言

浜崎教授は1950年 吉 田腫瘍腹水か らVirus

 HST (Hamazaki)を 分離 し学界の注 目を浴 び

た1)研 究の進むにつれてVirus HST (Hama

zaki)の 特 異性は 日を追 うて明 らかにされ,

而 も本 ビール スが吉 田腫瘍 の移植成立に缺 く

ことの出来 ない因子であ る事が確認 されるに

至つた.著 者伏見2)は 先にVirus HST罹 患

マウスの顎下腺にVirus HSTの 存 在を実験

的に証 明 し,こ の顎下腺病毒接種に よつて起

る臟器の変化はVirus HST累 代 接 種 マウス

の臟器の変 化3)と 一致す る事を認めた.今 回

更に顎下腺乳剤の稀釈実験を行 ひ.顎 下腺病

毒の感染力 を観察 し併せて この際に現 われた

内臟の変化を系統的に検 し得たので,こ こに

報告す る.

實験材料竝に實験方法

実 験 材 料 と しては 当 病 理 学 教 室 のVirus

 HST罹 患 マ ウ ス東 京系(東 京 警 察 病 院 よ り

分 与 され た吉 田腫瘍 腹水 か ら分 離 した株)(第

1回 実 験 にはNo. 1153, No. 1156,第2回 実

験 にはNo. 1355, No. 1356)の 顎 下 腺組 織

0.2gに ブ イ ヨンを以 て10%の 乳 剤(10-1稀

釈液)と し遠 心 沈澱(毎 分3000回 転, 5分)

した後 そ の上 清 を と り10倍 稀 釈 法 に よつ て

10-6位 まで遞 減 的 の稀 釈 列 をつ く り各段 の ビ

ール ス稀 釈液 を マ ウ スの脳 内に接 種 し2週 間

或 は3週 間 後 に屠 殺 し,脳,肺 臟,肝 臟,顎

下 腺を摘 出 フォル マ リン溶液 に 固定,型 の如

くパ ラ フ ィン切 片 とな しHamatoxylin-Eosin

染色法を行 ひ観察 した.

實 験 成 績

第1回 実験　 (2週 間後に於け る組織所見)

10-1乳 剤

脳:(+)中 脳背面に脳膜炎の像を認 め後

穿孔質及び前穿孔質の血管周圍に淋巴球及 び

単核球 の浸潤が認め られる.脳 室上皮下 のグ

リア細胞はや ゝ増殖を している.又Sylvi氏

裂附近 に肉芽が増生 している.

肺臟:(〓)著 変は認め られないが,鬱 血が

強 く肺胞 中隔 の肥厚,単 核球,或 は間葉 性細

胞 の軽度の浸潤を認め る.

肝臟:(-)血 管 周圍竝に胆管周圍或 は星細

胞に異状を認めない.

顎下腺:(-)変 化を認 めない.

10-2乳 剤

脳:(〓)中 脳基底部 に脳膜炎 の像 を呈す る

他変化 を認めない.

肺臟:(〓)肺 胞 中隔はや ゝ肥厚 し,血 管竝

に気管支壁に主 として単核球,竝 びにご く少

数 の間葉性細胞の浸潤 を認め るにす ぎない.

肝 臟:(〓)肝 細胞はや ゝ肥大 し,太 い血

管周圍に間葉性細胞 よりなる小結節を所 々に

認め実質 との境界は明瞭である.単 核球,淋

巴球 の浸潤は軽度である,実 質内には結節を

形 成 して い ない.

顎 下 腺:(-)変 化 を認 め な い.

10-3乳 剤

脳:(-)変 化は認め られない.

肺臟:(〓)著 変はないが肺胞 中隔はや ゝ

肥厚 し,間 質 の気管支壁竝 に血 管周圍に主 と
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して単核球,そ れに少数 の間葉性細胞の増殖

を認め るが,病 巣 の境地 は明瞭ではない.

肝臟:(±)著 変は認め られないが,血 管

周圍にご く少数 の単核球 の集団を認め る所が

ある.叉 星細胞がや ゝ増殖 している感があ る.

顎下腺:(+) 間葉性細胞が血 管壁か ら増

殖 して中等大 の結 節を形 成 して排泄管 を も包

埋 している.間 葉 性細胞は卵円形 の核を有 し,

染色質 に富み緻密に増殖 している.円 形細胞

の浸潤を件つていない.

10-4乳 剤

脳:(〓) 中脳背面に軽度 の脳膜炎があ り

又脳室内にグ リア細胞 の増 殖を多少認め る程

度の他著変はない.

肺臟:(-)多 少鬱血があ る位で実質,間

質 とも著 変は認め られない.

肝臟:(〓)門 脈 血管壁に ご く少数 の間葉

性細胞 の集 りを所 々に認め る.単 核球,淋 巴

球 の浸潤はない.又 実質 内に間葉性細胞か ら

な る小結節が認め られ る.多 少星細胞の増殖

している感がある.

顎下腺:(-)著 変は見 られ ない.

10-5乳 剤

脳:(±)著 変は認 め られない.多 少脳室

上皮下にグ リア細胞が増殖 している.

肺臟:(-)鬱 血を見 る位で変化 は認め ら

れ ない.

肝臟:(+)か な り強 い変化が表 れている.

鬱血や ゝ強 く血管周圍又は胆管周圍をか こみ

中等大 の間葉性細胞か らなる結節を形成 して

い る.又 実質内の所々に染色質に富み紡錘形

の核を有 した間葉性細胞か らなる小結節を認

め単核球 や淋巴球はあ まり現 れてお らない.

この小結節は実質 との境界は明瞭で類 円形の

ものが多い.又 星細胞 はか な り増殖 してい る.

顎下 腺.(-)変 化 は認め られ ない.

10-6乳 剤

脳:(-)著 変は認め られ ないが,脳室 上

皮下に多少グ リア細胞の増 殖を認める.

肺臟:(+)肺 胞 中隔 の肥厚 は軽度 である

が,間 質 に於てはかな り著明 な変化があ る.

即 ち鬱血 は強度で血 管竝に気管支 周圍に染色

質 に富 み紡錘形の核を もつ間葉性細胞竝に単

核球,淋 巴球様細胞 の増 殖いちぢるしく又肉

芽の増生 じている所 も認 められ,こ れ等病巣

の境界は明瞭である.又 気管支粘膜の内腔へ

剥離 している部分 が認め られ る.

肝臟:(〓)強 度の変化が認め られる.即

ち鬱 血は強度であ り門脈血管 周圍殊に胆管周

圍に核は染色質に富む卵 円形 の間葉性細胞の

増殖いちぢ るしく,こ れ等に よつて中等大 の

結節が明瞭に形成 されてお り周圍 との境界は

明瞭である.又 胆管が間葉性細胞にて圍 まれ

管腔が狹め られ或 は閉鎖 している像 も見 られ

る.単 核球,淋 巴球の浸潤はわずかである.

実質内に も結節が所々に認め られ,星 細胞 も

か な り増殖を来た してい る.

顎 下 腺:(-)変 化 は 認 め られ ない.

Virus HST顎 下腺病毒稀釈実験 成績

第1回 実験

(3週 間後に於ける組織所見)

10-1(第1例)

脳:(+)後 穿孔質,中 脳背面にかなり強

度 に脳膜炎 の像が認め られ る,海 馬裂血管周

圍の円形細胞の浸潤は軽度であるが,後 穿孔

質 の血 管周圍に於け る単核球,及 び淋巴球の

浸 潤はかな り著明で ある.又 脳室上皮下のグ

リア細胞の増 殖 も著明である.中 脳背面に於

ては線維性変化を伴つてい る.

肺 臟:(-)著 変 は認 め られ ない.

肝臟:(〓)か な り著 明な変化が認められ

る.即 ち鬱血や ゝ強 く大 い血 管周圍殊に胆管

周圍に染色質 に富み形状 は卵円形又は桿状の

核を もつ間葉性細胞が緻密に集積 し結節を形

成 している.単 核球,或 は淋巴球の浸潤はわ
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ずかである.実 質内の結節形成は所 々に認め

られ る.肝 細胞 に変化はないが星細胞 の増殖

は著明である.胆 管は間葉 性細胞に包埋 され

内腔 の閉鎖,或 は狹 窄を起 しでい るものが多

い.

顎下腺:(-)変 化は認め られない.

(第2例)

脳及び肺臟:.(-)著 変は認め られない.

肝臟:(±)著 変は認め られないが,単 核

球,竝 にご く少数 の間葉性細胞 の増殖が血管

壁に認められる.

顎下腺:(+)間 葉性細胞が血管壁か ら増

殖 し中等大,や ゝ円形 の結節 を形成 し排泄管

を も包埋 している.間 葉性細胞は緻密に増殖

し核は染色質に富み卵円形であ る.円 形細胞

の浸潤を認めない.

10-2乳 剤

脳:(〓)中 脳背面に軽度 の脳膜炎を認め

る他著変はない.

肺 臟:(-)変 化 を認 め な い.

肝臟:(〓)鬱 血 や 強ゝ く血管壁にそふて

主 として単核球 と少数 の間葉性細胞か らなる

結節が認 められるが,胆 管 周圍の変化 は軽徴

である.多 少星細胞 の増殖が見られ る.

顎下腺:(-)変 化 は認め られない.

10-3

脳=(〓)軽 度 の脳膜炎を中脳背面に認め,

又海馬裂血 管周圍に単核球,竝 に淋巴球 の浸

潤を認め る.

肺臟,肝 臟及び顎下腺:(-)著 変を認め

ない.

10-4(第1例)

脳:(+)中 脳背 面にや ゝ強度に脳膜炎 の

像を認め る.後 穿孔質 の血管 周圍に円形細胞

の浸潤が著明である.又 脳室 内のグ リア細胞

の増殖 も強度 に認め られ る.

肺臟:(〓)胞 隔に異状は見 られ ないが,

鬱血 や 著ゝ明であ り間質 の血管竝に気管支壁

にそふ て一部に主 として間葉性細胞竝に単核

球の増殖を認めるが,病 巣 の境界 はあま り明

瞭ではない.

肝臟:(+)や ゝ強度の変化 が認められ

る.即 ち門脈血管周圍 よりむ しろ胆管周圍に

間葉性細胞か らなる結節の形成が所 々に見 ら

れ るが あま り大 き くはない.実 質 内の結節形

成は殆ん ど全 く認め られない.星 細胞は部分

的にや 増ゝ 殖している.

顎下腺:(-)変 化は認めない.

(第2例)

脳:(〓)後 穿孔質,中 脳背面 の脳膜炎 の

像 を軽度 に認め られ る.

肺臟,肝 臟及び顎下腺:(-)著 変は認め

られない.

10-5乳 剤(第1例)

脳:(-)変 化 は認め られない.

肺臟:(±)著 変はないが,鬱 血 や ゝ強 く

血 管壁竝に気管支周圍に多少単核球 の浸潤を

認め る程度であ る.

肝 臟:(〓)鬱 血 を認め,太 い血管壁に ご

く少数 の間葉性細胞か らな る小結節の形成を

所 々に認め る.実 質 内に於け る結節 の形 成は

認め られない.星 細胞はや ゝ増殖 している感

が ある.

顎 下 腺:(-)変 化 は 認 め られ な い.

(第2例)

脳,肺 臟,肝 臟及 び顎下 腺:(-)変 化 を

認 め な い.

10-6

脳及び肺臟:(-)変 化 を認めない.

肝臟:(±)血 管周圍 と実質内に主 として

単核球 よりなる小結節を少数 に見 る.

顎下腺:(-)変 化を認めない.

第2回 実験　 (3週 間後に於け る組織所見)

10-1乳 剤(第 一例)

脳:(-)著 変は認められない.

肺臟:(〓)肺 胞 中隔 の肥厚や ゝ強 く中隔

細胞の増 殖を認める.又 気管支壁竝に血管 周

圍に間葉 性細胞,竝 に単核球 の浸潤が見 られ

る.

肝臟:(+)門 脈血管竝に胆管周圍は間葉

性細胞が瀰漫性に増殖してわずかに小結節を

形成している部分がある.然 し実質内には染

色質に富みや 桿ゝ状の核を有した間葉性細胞,

或は単核球,淋 巴様細胞からなる中等大の結
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節 を形成 してい る.又 之等細胞か らなる小結

節 も所 々に認め られ る.そ の一部の ものでは

中心部 は壞死を起 しその周圍 を門葉性細胞,

或 は単核球,淋 巴様細胞が とりまいてい る像

が見 られる.肝 細胞には著変 は認められない

が,星 細胞が瀰漫性に増 殖している.

Virus HST顎 下腺病毒稀釈実験成績　 第2回 実験

顎 下 腺:(-)変 化 は認 め られ な い.

(第2例)

脳及び肺臟 ・(-)著 変は認め られない.

肝臟:(+)第 一例 とほ ゞ同様 な所見 を呈

す る.即 ち門脈血管竝に胆管 周圍は著 明な変

化はないが,間 葉性細胞 か らなる小結節 の形

成 を認め得 る.然 し実質内には相当多 くの結

節 の形成があ り之等結節は間葉性細胞,淋 巴

様細胞,単 核球か らなつ ているが,緻 密に集

積 してお らず比較的鬆 粗な結節を形成 し一部

は 中心部に壞死を起 しその周圍に之等細胞の

浸潤を来 しているのを認める.尚 星細胞が実

質 内に瀰漫性に増 殖 している.

顎下腺:(-)変 化は認めない.

(第3例)

脳,肺 臟,肝 臟及 び顎下腺:(-)著 変を

認めない.

10-2乳 剤(第1例)

脳:(〓)後 穿孔質に軽度の脳膜炎を認め

る程度である.

肺臟:(-)著 変は認め られない.

肝 臟:(+)胆 管周圍にかな り著明に間葉

性細胞竝に単核球 からな る結節の形成 があ り

又実質内に於 ても結節の形成は著明であ る.

星細胞 の瀰漫性増 殖 が 特 に著 明 に認め られ

る.

顎下腺:(-)変 化 は認めない.

(第2例)

脳及び肝臟:(-)著 変は認め られない.

肝臟:(〓)か な り強度の変化 を認められ

る.即 ち門脈血管周圍竝に胆管周圍に間葉性

細胞,単 核球,竝 に 淋 巴様 細 胞 か らなる結

節の形成 を所々に認め,又 実質 内の結節形成

も著 明であ る.又 実質中に巨大 な結節を形成

し中央 部は壞死を起 し,其 の周圍は線維化し

てお り外周を間葉性細胞,単 核球,淋 巴球,

が著 明に増殖 して周圍を とりか こんでい る状

態を呈 している.肝 細胞 にはあま り変化は認

あ られないが,星 細胞の増殖は比較的著明で

ある.

顎 下 腺:(-)変 化 は 認 め ない.

(第3例)

脳:(-)著 変 は認 め られ ない.

肺臟:(〓)著 明な変化が認め られる.即

ち肺胞 中隔は肥厚 し,中 隔細胞の浸潤著明で

胞隔炎 の像 を呈 してい る.鬱 血は強度であり,

間質 の大 い血管竝に気管支 周圍は殊に間葉性

細胞 の増殖が著明で壁の外周か ら放線状或は

柵状位に緻密 に配列 してい る.核 は染色質に

富み卵円形 ないし類円形 をなし胞体は細長い

突起 を有 している.気 管支周圍は厚い肉芽巣

を形成 し実質 との境 界 はきは めて明 瞭 であ

り,一 部粘膜上皮細胞が内腔へ剥離 している

所があ る.其 他単核球,淋 巴様細胞の浸潤を

認め るが多型核 白血球 の浸潤は きはめて軽度

であ る.

肝臟:(〓)門 脈血管周圍及び胆管周圍に

間葉性細胞からなる結節の形成は所々に認め

られ実質内ではいたる所に結節の形成竝に瀰

漫性に間葉性細胞,竝 に単核球等の増殖が著
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明であ る.肝 細胞 自体 の変化はあま りないが,

星細胞 の増殖は強度に認め られ る.

顎下腺:(-)変 化を認めない.

10-3乳 剤(第1例)

脳及び肺臟:(-)著 変は認め られない.

肝臟:(+)主 として胆 管周圍に間葉性細

胞からなる結節形成 を認め る.こ れ より少い

が血管壁に も結節が見られ る.実 質内結節 も

所々に認め られる.星 細胞の増殖は著明であ

る.

顎下腺:(-)変 化を認めない.

(第2例)

脳:(〓)中 脳背面に軽度 の脳膜炎を認め,

又脳橋部 に小 さいグ リア結 節が認め られ る.

肺臟:(-)変 著は認め られない.

肝臟:(〓)か な り強度の変化が認め られ

る.即 ち門脈血管 周圍竝に胆管周圍に主 とし

て間葉性細胞か らなる結節の形成が著明であ

る.又 実質内の結節形成 も強度に認め られ,

星細胞 も著明に増殖 してい る.

顎下腺:(-)変 化 は認め られない.

10-4乳 剤

脳:(+)脳 底就 中両穿孔質,中 脳背面 よ

り海馬裂にかけて脳膜炎を認め る.又 海馬裂

血管周圍に単核球,淋 巴球 の浸潤があ る.視

丘下部 にグ リア結節を認め る.

肺臟:(-)著 変は認め られない.

肝臟:(+)鬱 血や 強ゝ く血管壁竝に胆管

周圍に間葉性細胞 よりなる結節の形成を著明

に認 める.実 質 内の結節は著明ではない.星

細胞 の増殖はや ゝ強度であ る.

顎下腺:(-)変 化は認 め られない.

10-5乳 剤(第1例)

脳及 び肺臟:(-)著 変は認め られ ない.

肝臟:(+)血 管壁 よりむ しろ胆管 周圍に

著明に間葉性細胞か らなる結節 の形 成を認め

る.又 実質内に も結節の形成 を所 々に認める.

星細胞 の増殖が著明に認め られ る.

顎下腺:(-)変 化は認め られない.

(第2例)

脳:(〓)中 脳背面に軽度の脳膜炎を認め

る.

肺 臟:(-)著 変は認め られない.

肝 臟:(〓)血 管壁竝に胆 管周圍に間葉性

細胞か らなる結節の形成を認め るが,実 質内

の結節形成 は認め られ ない.星 細胞の増殖 も

軽度である.

顎下腺:(-)変 化を認めない.

(第3例)

脳:(-)著 変を認めない.

肺臟:(〓)肺 胞 中隔 の肥厚は軽度に認め

られ る.尚 ほ気管支壁にわずかに間葉性細胞

の増殖,円 形細胞 の浸潤をみ とめ る程度であ

る.

肝臟:(〓)か な り強い変化 を認め る.即

ち門脈血 管々壁竝 に胆管周圍に著明に間葉性

細胞か らなる結節 の形 成 を いた る所 に認 め

る.其 他単核球,淋 巴様細胞 の浸潤が強い.

実質内の結節形成は少いが,星 細胞はかな り

瀰漫性に増 殖している.

顎下腺:(-)変 化は認め られない.

10-6乳 剤(第1例)

脳.肺 臟,肝 臟及 び顎下腺:(-)著 変は

認め られない.

(第2例)

脳:(-)著 変は認め られない.

肺臟:(〓)肺 胞 中隔 の肥厚 を軽度に認め,

気管支壁にわずかに間葉性細胞,単 核球等 の

浸潤を認め る.

肝臟:(+)門 脈血管壁,竝 に胆管周圍に

主 として間葉性細胞か らなるかな り大 きい結

節 の形成を認める.実 質内の結節は殆 んど認

め られない.星 細胞は 瀰 漫 性 に増 殖 してい

る.

顎 下腺:(-)変 化 は認 め られ ない.

(第3例)

脳:(〓)中 脳背面,後 穿孔質 に脳膜炎の

像 を認める.

肺臟:(-)著 変は認め られない.

肝臟:(〓)強 度 の変化が認め られ る.門

脈血管 々壁,胆 管周圍に主 として間葉性細胞

か らなる結節 の形成 を著明に認め る.又 単核

球,淋 巴球 様 細 胞 の浸 潤 もかな り強度であ

る.実 質内の結節も 所々に認め られ る.是 細
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胞 はかな り瀰漫性に増殖 している.

顎下腺:(-)変 化は認 められない.

總括竝に考按

顎 下 腺 内 の ピー ル スに就 ては正 常海 〓 顎 下

腺 内に或 種 の ビール スが存 在 す る事 はす で に

知 られ て い る.即 ち: Rufus Cole, G. Kuttner

 (1926)4) Paul Hudson, Floyd Markham5)

 (1932) Floyd Markham, paul Hudson (1936)6)

 Rosenbusch, Lucas (1939)7)等 に よつ て 正 常

海 〓顎 下腺 ビ ール スの病 毒 性 は詳 細 に発 表 さ

れ てい る.我 国に於 て も之 等 の 業 績 の 追 試

を行 ひ 寺 田,杉 村8)等(1937)岡 田,水 木

(1938)9)も 同様 正 常海〓 の顎 下腺 ビール スの

存在 を証 明 し其 の病 毒性 に就 て詳細 な研 究 が

あ る,又 浜 崎10)が 日本 竝 に米 国流 行性 脳 炎罹

患 マ ウ スの顎 下 腺 内に脳 で 形成 せ られ る と同

様 の核 包 含体 を発 見 した.

以上 の様 に正常動物,或 は ビール スに感染

した動物 の顎下腺 内にビール スが存在 し得 る

事は明 白であるが,腫 瘍性 ビール スが顎下腺

に存在す るか,否 かは未 だ明 らかに され てい

ない.著 者は第一編に於 て浜崎教授が吉 田腫

瘍の腹水か ら分離 されたVirus HST (Hama

zaki)の 接 種を受け たマウス顎 下 腺内に も本

ビール スが 存在 する事 を実 験 的 に証 明 し得

た.即 ちVirus HST罹 患 マウスの顎下腺乳

剤 を接 種 され たマウスの組 織 所 見 はVirus

 HST累 代接 腫マ ウスの組 織 所 見 とよ く一致

してお り同一病毒に よる変化 と見なされ るの

であ る.

そ こで 著 者は更に今 回Virus HST罹 患 マ

ウスの顎下腺乳剤 の各稀釈液 の脳 内接種 を試

みた.第1回 実験 には接 種後2週 間竝に3週

間の組織所 見を観察した.即 ち後穿孔質,中

脳背面の軽度の脳膜炎が主で時に海馬裂血管

周圍に円形細胞 の浸 潤 が 見られ る程 度 であ

る.大 体2週 間, 3週 間後 を通 じて10-4稀 釈

液接 種までに この様 な変化が認め られ る.

肺に於ける変化は一般に軽度であって気管

支壁にわずかに間葉性細胞が増殖するにすぎ

ない.其 他無気肺の状態を よく認めるが胞隔

炎 は認め られなかつた.肺 では10-3～10-4稀

釈液接 種 までに この様 な変化を認め ることが

出来 た.但 し10-6の1例 に破格的に強い所見

が現れた.

肝 に於け る組織所見 としては門脈血管周圍

殊 に胆管周圍に間葉性細胞の増殖を認め,単

核球,淋 巴球 の浸潤は軽度である.実 質内に

結節 の形 成 は まれで10-1に 於 てのみ之 を明

瞭に認めた. 2～3週 間後 の組織所 見を通 じて

10-4ま では確実 に罹 患が認め られる.但10-5,

 10-6に も破 格 例 が 現 れ た.こ れ らはVirus

 HSTが 弱毒性であるために個 体 差 が著 しく

現 れたもの と考 え られる.

顎下腺に於 け る組 織所 見 としでは10-1稀

釈液接 種3週 後及 び10-32週 後 の 各1例 に

変化が認め られた.即 ち間葉性細胞が血管壁

か ら増殖 し中等大 の結節を形成 し排泄管をも

包埋 している.以 上第1回 実験の結果から3

週間後の ものは2週 間後 のものに比 して組織

変化 の強い ことがわかつた.そ れで第2回 実

験 に際 しては3週 間後 の組織 を観察 した.

脳 の所 見は第1回 実 験 と同様 の所見 で あ る

が軽 度 で あつ て, 10-3, 10-4に 各1ケ の グ リ

ア結 節 が 見 られ た.

肺臟 の所 見 も軽度であ り気管支壁にわずか

に間葉性細胞,円 形細胞 の増殖を認めるにす

ぎないが, 10-2第3例 に於 て気管支壁,竝 に

血管 周圍にVirus HST特 有な肉芽 巣を認め

た.

肝 臟に於 てはか な り強度の変化が認められ

た.こ とに10-1及 び10-7の 各1例 には大き

い結 節の形成があ りその中央部 は壞死を起し

ている.実 質 内に も結節が散在 し又かなり強

く瀰漫性に星細 胞の増殖を認めた.

本実験 に於 て認め られた脳,肺 及 び肝臟の

変化はVirus HST累 代脳内接種 の材料につ

いて佐 々木,高 橋 の報告 した内臟の所見 と全

く一致す るのであ るが,そ の変化の程度は左

程強 くない.又 佐藤(二),高 橋,佐 藤(博)

等がVirus HST累 代接 種 マウスの脳 乳剤 を

用いて稀釈実験 を行 つた成績 に よると10-7ま

で確実に感染力が認 め られ るのであるが,顎
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下腺乳剤を用ひての私の実験成績では確実な

感染力は10-4ま で と判 定 された. 10-5及 び

10-6で も少数例 に強い組織変化を示 した もの

があるが,こ れは破格例 と見做 すべ きであつ

で,本Virusの 如 く弱毒性のもので接種後長

期にわたつて観察する必要 のある場 合には個

体差の影響が強 く現れ ることは或程度止 むを

得ないことゝ思われ る.

結 論

Virus HST脳 内接種 マウスの顎下腺乳剤を

用いて稀釈実験 を行 い,其 の病毒 を確 認し,

又 それに よる組織 の変化の強 さ竝に性状を検

し次の ような成績を得 た.

(イ) Virus HST罹 患 マ ウ ス顎 下 腺 乳 剤 の

10-1～10-6各 稀 釈液 を 脳 内 に 接 種 す る と,

Virus HST累 代接 種 に特 異 な 組 織 変 化 と同

様 の変化 をそれぞれに認め ることが出来た.

(2) 3週 間後 の組織変化は2週 間後 の組織

変化に比較 して一般 に強度であ る.

(3) Virus HST脳 内接 種 マウス顎 下 腺 病

毒は同Virus脳 内累代接 種脳内病毒に比 して

稀薄であつて,後 者が10-7ま で確 実 な感 染

力を有す るに対 し前者は10-4が そ の限 度 と

考 えられ る.

(4)　但,　10-5,　10-6に 於 ても破格的の感染

例を認めるが,こ れは本Virusが 弱 毒 性 で

あ り従て観察期間が長期 にわた るために個体

差 の影響が強 く現われ るものであろ う.

(5) 顎下腺は本 ビール スの体外排 出の一要

衝 をなす ものであろ う.

終りに臨み,終 始御〓撻御指導竝びに御校閲 を賜

つた恩師浜崎教授 に心からの感謝を捧げる.
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